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Abstract

Thestudyismainlyaimedtorevealtherelationamongsocial‐

culturalcognition，self-esteem,andsocialadjustmentofconegestu‐

dents、Measuringmethodsforsocial-culturalcognition，self-esteem，

andsocialadjustmentwereexaminedonthecollegestudentsfrom

OkinawaandoutsidｅｏｆＯｋｉｎａｗａ・Basedontheresultsofthese

measuringmethods，thefollowingfindingswereobtained、１）

StudentsfromOkinawahavemorepositivesocial-culturalcognition

ontheirhomeprefecturethanthestudentsfromoutsideof

Okinawa・Regardingself-esteem，however，nosignificantdifference

wasrecognizedbetweenthetwogroups・Asforsocialadjustment,it

wasindirectlysuggestedthatthestudentsfromOkinawacarryout

morefavorablesocialadjustmentthanthestudentsfromoutsideof

Okinawa、２）Basedonthesocialindentitytheory，thehypothesis

thatcollegestudentｓｗｉｔｈｍｏｒｅｐositivesocial-culturalcognitionon

theirhomeprefecturecategorizedbythemselveshavehigherself‐

esteemandmorefavorablesocialadjustmentwasexaminedtobe

generallyproved．

鯵琉球大学非常勤講師
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Ｉはじめに

人間は、いろいろな水準で構成されている諸文化の中に生まれ、これら

諸文化との相互作用を通して成長発達していく。

ところで、文化（culture）とはどのように定義づけられているのだろ

うか。通常、代表的な文化の定義として、人類学者のタイラー（Tylor,Ｅ、

Ｂ）やリントン（Linton，Ｒ､）によるものが挙げられる（石川，1978；江

淵，1979）。しかしながら、ここではクラックホーン（Kruckhon，Ｏ）

やオスグッド（Osgood,ＯＥ.）による定義によって文化の内容を理解す

ることが有効であろう。クラックホーンの文献によると、文化には顕在文

化（explicitculture）と潜在文化（inplicitculture）とがあると述べら

れている（星野，1979）。すなわち、顕在文化とは、衣食住や生産に関す

る物質文化や作法・技術、宗教儀礼、社交、会話、芸能、レクリエーショ

ンなどの行動を含んだ直接眼に見えるものであり、それに対して潜在文化

とは、顕在文化の背後、ないし基礎にあたるルールや価値観、思想、観念

体系などであると言われている。一方、オスグッドは客体文化（objective

culture）と主体文化（subjectiveculture）という文化の新しい区分の仕

方を提起している（田中，1986）。客体文化とは、人間によってつくられ

て外側に存在する文化である。これには、人間がつくりあげたさまざまな

工芸品や造作物とそれらをつくり出す諸技術、そして観察可能な人間活動

(たとえば、行動規範、対人的役割、育児の方法、社会的・法律的規制な

ど）が含まれる。他方、主体文化は、客体文化を創造し生産する人間の各

種の心理的過程（たとえば、知覚、認知、感情、価値観など）からなって

いる。

以上のような文化の定義から示唆されることは、文化という意味内容に

は、当該社会の成員によって機能される認知的側面、行動的側面、そして
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これら２つの側面の働きの結果もたらされる物質的所産の側面、という３

つの側面が含まれているということである。ところで、NHK放送世論調

査所（1979）の「日本人の県民性一NHK全国県民意識調査一」や、ＮＨＫ

放送文化研究所（1997）の「現代の県民気質一全国県民意識調査一」によ

ると、各県（地域）によって差異のある特徴的な文化内容が存在しており、

県民意識や郷士意識が異なることが示されている。さて、大学生は自分の

出身県に関して、どのような社会・文化的認知を抱いているのだろうか。

ところで、社会心理学の領域において、自己によってカテゴリー化され

た集団、社会、地域についての認知に関する理論について、社会的アイデ

ンティティ理論（socialidentitytheory）がある（TajfeLH.，1982；

Hogg，Ｍ､Ａ、＆Abrams，，.，1988；Hogg，ＭＡ.，1992；Deaux，Ｋ､，

1996）。この理論によると、人々は同時にいくつかの社会（集団）的カテ

ゴリーに所属しているが、各人は時間的、空間的状況に応じて最適なカテ

ゴリー、つまり最も有用な枠組みを使用すると言われる。そして、この理

論によると、社会的アイデンティティとは、自己カテゴリー化によって自

分の所属する社会（集団）的カテゴリー（たとえば、国民、民族、宗教、

職業、階級、性など）の信念、規範、価値観、態度、情緒などを内在化し、

それと一致するように自己概念を形成し自己定義することである。この社

会的アイデンティティによって、われわれは誰であるかについて比較的一

致した意味を得ることができ、社会的関係性の複雑なネットワークの中で、

われわれの位置を決定し得ると言われる。また、社会的アイデンティティ

は、社会的カテゴリーと個人の行動を媒介する機能を持つのである。また、

一般には自分がそのメンバーであると認知しているカテゴリー化された集

団のことを内集団とよび、それ以外の所属意識のない集団を外集団とよん

でいる。社会的アイデンティティ理論によると、自己カテゴリー化した内

集団と外集団を意識化させると社会的比較の心理メカニズムが発生すると

考えられている（Turner,ＪＣ.，1987）。そして人々は内集団と外集団

を差異化することによって、自らの内集団への偏好が生じ、外集団と比較

して相対的に肯定的な社会的アイデンティティを鍵得する。すなわち、こ
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の選択的区別が相対的に肯定的な自己評価を獲得させ、個人の自己価値や

自尊感情を高める働きをすると解されている。

また、Ｈｏｇｇ（1992）によると、社会的アイデンティティを測定する指

標として、①集団プロトタイプの知覚、②規範的行動、③自集団中心主義、

④内集団びいき主義、⑤集団間の弁別、⑥内集団好意を挙げている。上述

の社会的アイデンティティの定義における内在化の内容やこの測定指標の

内容は、クラックホーンやオスグッドによる文化の内容と類似するもので

あると考えられる。換言すれば、社会的アイデンティティの内容は、自己

カテゴリー化した集団や社会に関する社会・文化的認知で構成されている

と理解できる。

ところで、一般的には自己評価や自尊感情の高い者は、低い者に比べ心

理的・社会的適応が好ましいと指摘されている（磯崎，1994；片山，1996；

菅沼，1997）。

そこで、本研究では次の２つの課題について検討することを目的とする。

１）沖縄県出身学生と沖縄県外出身学生との間において、各出身県に関す

る社会・文化的認知や彼等の自尊感情及び社会的適応がどのようになっ

ているかを比較検討する。

２）大学生が自己カテゴリー化した自分の出身県に関する社会・文化的認

知がより肯定的である者ほど、自尊感情がより高く、また自尊感情が

より高い者は社会的適応がより良好であろうという仮説を検証する。

Ⅱ方法

１．調査対象者

調査対象者の内訳は表１に示すとおりである。沖縄県内出身学生は185

人（男子；105人,女子；８０人）であり、県外出身学生は96人（男子；６０

人,女子；３６人）である。対象者の合計は281人である。
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表１．調査対象者の内訳（人数）

男子女子合計

琉大生９６ 5１ 147

沖縄県内出身学生
沖国大生 ９ 2９ 3８

琉大生５８ 3４ 9２
沖縄県外出身学生

沖国大生 ２ ２ ４

合 計 165 281116

２．測定尺度

本研究では以下のような尺度が使用された。

１）社会・文化的認知測定尺度

この尺度は、Ｈｏｇｇ（1992）の測定指標を考慮にして中村・田中（1994）

によって作成されたものである。本尺度は、１１設問項目－３因子で構成さ

れている。なお、本尺度の信頼性及び妥当性は検証されている。第１因子

(５項目）は『伝統的文化志向』と命名されている。この因子に含まれる

設問項目の内容として、次のようなものがある。すなわち、「あなたの出

身県には、伝統的な民謡・舞踊など郷土芸能があると思いますか」、「あ

なたの出身県には、高齢者を尊重する傾向があると思いますか」、「あな

たの出身県には、祖先を崇拝する傾向があると思いますか」、「あなたの

出身県の郷土料理は長寿に効果的だと思いますか」、「あなたの出身県の

人々は平和愛好者が多いと思いますか」である。第Ⅱ因子（３項目）は

『地域的互恵』と命名されている。この因子に含まれる設問項目の内容と

して、「あなたの出身県では、困った人がいる場合に、隣近所の人々や親

戚の者が援助するほうですか」、「あなたの出身県では、青年会や自治会

の行事が盛んであると思いますか」、「あなたの出身県の人々は、互いに

協力しあっていると思いますか」がある。第Ⅲ因子（３項目）は『地域的

愛着』と命名されている。そして、この因子に含まれる設問項目の内容と

して、「あなたは自分の出身県が好きですか」、「あなたは自分の出身県

－５－



琉球大学法文学部紀要人間科学第３号1999年３月

の自然的・地理的環境についてどう思いますか」、「あなたは自分の出身

県の方言についてどう思いますか」がある。これら各尺度において「あな

たの出身県…」、「自分の出身県…」などの表現法を使用して、出身県を

自己カテゴリー化による内集団として意識化するように工夫している。こ

れら11設問項目に対して、「非常に～だと思う」（５点）から「全く～だ

と思わない」（１点）までの５段階で評定させた。この得点が高いことは、

大学生が自分の出身県の社会や文化に対して、より肯定的に認知している

ことを示す。

２）自尊感情測定尺度

この尺度は、Rosenbergが作成したSelf-EsteemScalelO項目を、山

本・松井・山成（1982）が邦訳したものである。１０項目の設問に対して、

｢あてはまる」（５点）から「あてはまらない」（１点）までの５段階で

評定させた。この得点が高いことは、自尊感情が高いことを示す。

３）社会的適応測定尺度

この尺度は、Y-G性格検査から社会的適応を測定する項目を抽出した３０

項目から構成されている。この30項目は、思考や行動の客観性、協調性、

攻撃性等の内容から構成されている。各設問項目に対して、「肯定」（５

点）から「否定」（１点）までの５段階で評定させた。この得点が高いこ

とは、社会的に適応していることを示す。

４）デモグラフィック項目

調査対象者の性別、出身県、学年度について記入させた。

３．調査の実施方法＊

琉大、沖国大において、調査は心理学の専門科目と教養の時間において、

それぞれ20分程度の時間を使用して各クラスごとに集団で実施した。調査

用紙は、調査終了後にその場で回収した。

戦調査の実施にあたっては、1998年３月に琉球大学を卒業した吉田牧子氏の協力
を得た。記して謝意を表す。
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４．調査期間

調査は、1997年11月下旬から12月上旬の間に行われた。

Ⅲ結果と考察

１．出身及び性による社会・文化的認知の比較

本研究で使用されている社会・文化的認知測定尺度は、「伝統的文化志

向」の因子、「地域的互恵」の因子、「地域的愛着」の因子と命名された

３因子で構成されている。換言すれば､本研究で取り挙げられている社会・

文化的認知の内容は、これら３因子を含んだ限定されたものである。さて、

大学生は自分の出身県の社会や文化に関して、どのような認知をしている

のだろうか。図１は、沖縄県内出身学生と県外出身学生の社会・文化的認

知得点を示したものである。図１における得点は、３因子の得点を合計し

たものである。出身（２）と性（２）の要因で分散分析を行った結果、出身

の要因で有意差が認められた（F(1／249)＝1604,ｐ＜001）。しかし、

有意な性差や交互作用は認められなかった。下位検定の結果などからして、

すなわち、沖縄県内出身学生は県外学生に比べ、男女とも社会・文化的認

。－－－｡酉Ⅱ沼
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図１．出身及び性による社会・文化的認知の比較
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知得点が有意に高い。

次に各因子について、同様な分散分析を行ったところ、「伝統的文化志

向」と「地域的互恵」の２因子において、出身の要因で有意差（p＜､001）

が認められ、「地域的愛着」の要因では有意差の傾向が認められた

(p＜､10）。すなわち、３因子において県内出身学生は県外出身学生に比

べ、社会・文化的認知得点が高い。なお、各因子において有意な性差や交

互作用は認められなかった。

以上のような結果から、沖縄県内出身学生は県外出身学生に比べ、自分

の出身県の社会や文化の諸相をより肯定的に認知していることが分かる。

すなわち、県内出身学生は県外出身学生に比べ、出身県の人々や文化に関

して「伝統的文化志向」や「地域的互恵」がより濃厚に存在していると認

知している。また、県内出身学生自身が地元の県に関して「地域的愛着」

をより強く抱いていることを示している。

NHK放送文化研究所（1997）の「全国県民意識調査」によると、沖縄

県民は郷土への愛着が非常に強く、さらに、「土地のことばを残したい」

という肯定的回答率も85.3％に達し全国１位を示している。また、沖縄地

域科学研究所（1985）によると、沖縄の県内外において沖縄の伝統芸能の

保存、継承活動が非常に活発な状況にあり、このような活動は他県には例

を見ないと述べられている。このような文献的指摘から、本研究の結果は

了解できるであろう。

２．社会・文化的翻知と出身による自尊感情の比較

図２は、各出身学生ごとに社会・文化的認知得点の平均値で高群と低群

とに分け、２群の自尊感情得点を示したものである。認知の要因（２）と

出身の要因（２）で分散分析を行った結果、認知の要因で有意差が認めら

れた（F(1／250)＝6.62,ｐ＜､05）。しかし、有意な出身の要因差や交互

作用は認められなかった。そこで、図２において県内学生と県外学生を込

みにしてみた場合、認知高群は低群に比べ、自尊感情得点が有意に高く

(p＜05）、またそれぞれの出身学生ごとでみると、両方で有意差の傾向
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図２．社会・文化的認知と出身による自尊感情の比較

(p＜､１０）が認められた。

この結果に関して、当初、尺度の設問の表現法を工夫することによって、

各調査対象者に内集団と外集団の差異の意識が喚起されることを期待し、

Hogg＆Ａｂｒａｍｓ（1988）の社会的アイデンティティ理論に従って､社会・

文化的認知の高群は低群に比べ肯定的な社会的アイデンティティを生起し

自尊感情も高まるだろうと予測していた。図２の結果は、当初の予測を支

持し、また、課題２）の仮説を部分的に支持するものである。

また、沖縄県民では「沖縄県人だという気持をもっている」という人や

｢沖縄県の人びとのものの考え方には、他県の人びととは違った特徴があ

る」と答える人が全国_多いと言われる（NHK放送文化研究所，1997）。

この点からすると、沖縄県民は他県民に比べ、出身県に関する何らかの想

起刺激（本研究では尺度の設問における表現法の工夫）によって出身県を

自己カテゴリー化による内集団として、より意識化することが予測された。

そして、出身県を内集団としてより強く意識すると、社会的比較の心理メ

カニズムが生じ、自文化への肯定的アイデンティティが高揚し自尊感情も

高まると解される（Myers，1993）。このような点からすると、県内出身

学生は県外出身学生に比べ、自尊感情が高まることが予想された。しかし
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ながら、図２の結果が示すようにこの予想は支持されなかった。その原因

として、まず、県外出身学生に比べ県内出身学生の方に、筆者らが当初予

測していたようなより強い自己カテゴリー化による内集団意識が生じなかっ

たという点が考えられる。あるいは、尺度の内容や表現法に不備があった

のではないかと考えられる。

３．社会・文化的認知と自尊感情による社会的適応の比較

社会・文化的認知、自尊感情、社会的適応の３変数はどのような関係に

なっているのだろうか。県内出身学生と県外出身学生を込みにして､社会・

文化的認知得点と自尊感情得点のそれぞれの平均値でともに高群と低群と

に分け、それぞれの群ごとに社会的適応得点を示した結果が図３である。

認知の要因（２）と自尊感情の要因（２）で分散分析を行った結果、認知の

要因（F(1／224)＝4.30,ｐ＜05）と自尊感情の要因（F(1／224)＝10.59,

p＜､01）でそれぞれ有意差が認められた。また、有意な交互作用も認めら

れた（F(1／224)＝5.42,ｐ＜０５）。すなわち、認知高群は低群に比べ社

会的適応得点が高く、また自尊感情高群は低群に比べ社会的適応得点が高

い。そして、自尊感情要因が社会的適応へ及ぼす影響は、認知低群に比べ

一自尊感情高群
９

尊感惰低群こ】－－－て。

9５社
会
的
適
応
得
点

9０

88.32

87.55
８
｡－一一・・－－－－－－－－－－－－－－－－－－０

認知高群認知低群

図３．社会・文化的認知と自尊感情による社会的適応の比較
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高群において大きいことが分かる。出身県に関する社会・文化的認知がよ

り肯定的であり、さらに自尊感情もより高い者は社会的適応もより良好で

あることが言える。この結果は、本研究の課題２）の仮説を部分的に支持

するものである。

次に図３で分類された４群に、県内出身学生と県外出身学生がどのよう

な割合で出現するかをまとめ示したのが表２である。

表２．社会・文化的認知と自尊感情による４群における出身別の出現率

拝舎

Ⅱ

】Ⅱ

表２において、出身県別の変数と群別の変数との間には有意な関連性が

認められる（X2(3)＝72.32,ｐ＜､001）。すなわち、県内出身学生は認知

得点と自尊感情得点がともに高い群（HH群）への出現率が高く、逆に県

外出身学生は認知得点と自尊感情得点がともに低い群（LL群）への出現

率が高い。そこで、図３と表２とを関連させて考察すると、県内出身学生

は県外出身学生に比べ、社会的適応がより良好であることが推察される。

４．パス解析による分析と考察

ここでは、本研究の課題２）の仮説を検証する－つの分析法として、因

果関係的に図４の要因連関モデルを作成する。つまり、性および出身とい

うデモグラフィック要因が社会・文化的認知に影響を及ぼし、その認知と

デモグラフィック要因が、自尊感情を規定する。そして、最終的に、社会

的適応はデモグラフィック要因、社会・文化的認知および自尊感情によっ

て説明される。
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図４．デモグラフィック要因から社会的適応までの要因連関モデル

図４のモデルにおける因果関係をパス解析によって検討する。モデルを

検討するため重回帰分析変数増加法を３段階により行った。なお､性(男＝

-1,女＝l）および出身（沖縄県内出身＝‐1，沖縄県外出身＝1）はダミー

変数として分析した。また、出身と社会・文化的認知得点間に強い相関が

みられ（ｒ＝‐､626）、多重共線性の問題を避けるため、次の自尊感情と

社会的適応を基準変数とする分析において、両変数（出身及び社会・文化

的認知）が説明変数として投入される際には出身の変数を除外した。図５

はパス解析の結果である。矢印の数値は標準偏回帰係数を示す。なお、図

５には上述のとおり、出身から自尊感情及び社会的適応へのパスは設定さ

れていない。

社会・文化的認知得点（R2-393,p＜､001）に有意に影響を及ぼしてい

るのは、出身であり、沖縄県内出身者は、県外出身者に比してより社会・

文化的認知得点が高く、自分の社会や文化に肯定的に認知していることが

示された（β＝‐､626,p＜､01）。次いで、自尊感情得点（R芒.045,p＜､01）

に有意に影響を及ぼしているのは、社会・文化的認知変数であり、社会・

文化的認知得点が高い人ほど自尊感情得点が高いことが示された（β＝

､195,p＜､01）。これは、自分の社会や文化を肯定的に認知している人ほ
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IＩ

Ｕ

自尊感情得点

Ｈ２＝045･・

社会的適応得点
２＝109･･･

図５．デモグラフィック要因から社会的適応までのバス・ダイアグラム

ど自尊感情が高いという仮説を支持する結果である。しかし、説明率が

4.5％と低く、性と社会・文化的認知の変数以外にも自尊感情を規定する

変数が存在することが示唆された。そして、社会的適応得点（R2＝

､109,p＜､001）に有意に影響を及ぼしているのは、性と自尊感情の変数で

あり、女性は男性より社会的適応得点が高く（β＝､172,p＜,01）、また

自尊感情得点が高い人ほど社会的適応得点が高い（β-273,p＜､01）こ

とが示された。この結果も自尊感情が高い人ほど社会的に良好な適応をし

ているという仮説を支持するものである。

以上の結果から、沖縄県出身者であるほど、自分の社会や文化に肯定的

に認知しており、自分の社会や文化に肯定的に認知している者ほど自尊感

情が高く、自尊感情が高い人ほど社会的に良好な適応をしているという因

果関係的説明が可能である。

抄録

本研究は、大学生の社会・文化的認知と自尊感情及び社会的適応との関

係を明らかにすることを主目的としている。沖縄県内出身学生と沖縄県外
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出身学生を対象に、社会・文化的認知測定尺度、自尊感情測定尺度、社会

的適応測定尺度が実施された。これらの尺度の実施結果に基づいて、次の

ような成果が導出された。１）沖縄県出身学生は沖縄県外出身学生に比べ、

地元出身県に関する社会・文化的認知がより肯定的であった。しかし、自

尊感情に関しては両出身学生群間に有意差は認められなかった。社会的適

応に関して、沖縄県内出身学生は県外出身学生に比べ、より好ましい社会

的適応をしていることが間接的に示唆された。２）社会的アイデンティティ

理論に依拠して、大学生が自己カテゴリー化した自分の出身県に関する社

会・文化的認知がより肯定的である者ほど、自尊感情がより高く、また自

尊感情がより高い者は社会的適応がより良好であろうという仮説を検証し

た結果、本仮説は概ね実証された。
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